
♪♪♪秋秋秋ののの音音音楽楽楽会会会   開開開催催催！！！   

 先日、９月１９日（水）にアコーディオンの演奏会を開催
かいさい

しました。

総勢
そうぜい

６０名程の方が参加され、大変好評でした。今回はボランティアの

アコーディオン奏者をお招きし、演奏していただきました。 

奏者
そうしゃ

の立
たて

石
いし

さんは、さまざまな施設
しせつ

に伺って定期的に演奏されてい

ます。初めの３０分間はタンゴや 

シャンソンで有名な曲の演奏で、生音の 

アコーディオンの音色を楽しんでいただき 

ました。普段
ふだん

、聴いているＣＤやテレビとは 

違う生
なま

演奏
えんそう

の音に、参加された方々は 

じっくり聴き入っていました。 

後半の３０分間は、みなさんご存じの唱歌や歌
か

謡曲
ようきょく

の演奏です。歌

詞カードを見ながらアコーディオンの演奏に合わせて、皆さんで大合唱

していただきました。土曜日には「音のひろば」というプログラムがあ

りますが、それとはまた違った雰囲気
ふ ん い き

で歌いながら楽しんでいただけた

と思います。演奏会が終わると、皆さんから口々に「楽しかった」「曲

目が良かった」「またやって欲しい」と言ったお声が沢山挙がりました。

その時の皆さんの表情がとても晴れやかで良い表情だったのが印象的

でした。 

次回の予定はまだ未定 

ですが、また今度開催 

出来た時は、是非また、 

皆さんに参加してもらい 

たいと思います。 
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コラム   

指の関節の部分は、軟骨
なんこつ

というやわらかい骨でおおわれていて、

その中には潤 滑
じゅんかつ

液
えき

が入っています。指を引っ張ると、その 

軟骨の部分がわずかに伸び、中の潤滑液の圧力
あつりょく

が下がります。 

“ポキポキ”という音は、その時小さな気泡
きほう

が生ずることによ

るものなのです。一本の指で何度も連続
れんぞく

して音が出ないのは、

それ以上気泡が生じないからで、もう一度音の出る 

状態
じょうたい

になるには、この気泡が再 吸 収
さいきゅうしゅう

されるまで 

数分かかるそうです。       (A.K) 

＜編集後記＞ このたびの台風と地震に遭われた皆さまにお見舞い申し上げます。 

病院でも、皆さまにご不便をおかけしました。安全な毎日が取り戻せますように。 

★★★★★★★★★スススタタタッッッフフフ紹紹紹介介介★★★★★★★★★   

～９月１８日からリハビリ科に新しいスタッフが入りました！！～ 

原
はら

田
だ

 悦
えつ

子
こ

さん 
出身地：札幌市 

趣 味：お菓子作り・園芸 

特 技：編み物 

とにかく物を作るのが大好きです。動物

好きで、家には猫が２匹います。皆さま

と楽しい時間を過せるよう頑張りますの

で、よろしくお願いします。 


